
全体総括

14.64

①経常収支比率
令和４年度は、100％を上回るとともに、類似団体平均値も若干上回りま
したその主たる要因は、経常収益において大規模な共同住宅開発等による
加入金収入の増加と考えています。しかしながら、今後については、水道
施設の老朽化・耐震化への更新に備えて財源確保が必要となるため、経費
削減や給水収益の増加に向けた経営改善を図ります。
②累積欠損金
累積欠損金は生じていませんが、給水収益の減少や施設の老朽化・耐震化
への更新で費用の増加が見込まれるため、注意しています。
③流動比率
令和５年１月分、２月分の水道料金、下水道使用料の減免を実施したこと
により、流動負債内の下水道使用料の預かり金が減少した影響で、前年度
から36.69ポイント増加していますが、類似団体平均は大きく下回ってい
るため、補助金や起債等を有効活用して現金預金の確保を目指します。
④企業債残高対給水収益比率
類似団体平均値を大きく下回り、債務残高が低く抑えられているものの、
水道施設の耐震化等の計画により新たな借入が発生するため、今後も計画
的な企業債管理を行います。
⑤料金回収率
令和４年度は、水道料金の減免を行ったため、料金回収率が著しく減少し
ていますが、例年、類似団体平均値より低く、100％を下回っている状態
が続いています。給水に係る費用が料金収入だけで賄えていないため、経
費削減や給水収益の増加に向けた経営改善を図ります。
⑥給水原価
安定して類似団体平均値より低い状態が続いているものの、供給単価を上
回っており、逆ざや（供給損）の状態が続いているため、企業債の利用や
施設整備等のダウンサイジング等により、費用縮減に努め、収支バランス
を考慮した経営を目指します。
⑦施設利用率
令和２年度に一日最大給水量（一日配水能力）を上方修正したことによ
り、数値が低い状態が続いているため、施設整備等のダウンサイジングを
図りながら、施設更新を計画的に行っていきます。
⑧有収率
類似団体平均値より高い水準で推移していますが、前年度比では0.95ポイ
ント減少しております。浄水場から出た水量に対して、メーターを通った
水量が少なく、収益に結び付いていないため、施設、設備の更新を進めな
がら有収率100%に近づけるよう努めます。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
増加傾向で推移している状態です。水道事業基本計画で定めた
耐震化及び更新事業計画や、投資財政計画に基づき、適切に施
設の更新を行いながら、水道事業を運営していきます。
②管路経年化率 ③管路更新率
類似団体平均値に比べて管路経年化率は、大きく上回っている
一方で、管路更新率は、年度により差はあるものの、下回る状
態が続いており、特に令和４年度は、工事の繰越があったた
め、前年度から大きく減少していることから、更新に係る費用
と収益等のバランスを考慮しながら計画的な施設の更新と財源
の確保に努めます。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) － 類似団体平均値（平均値）

本市水道事業は、大規模な共同住宅開発等による加入金収入の
増加によって利益が発生しているものの、料金回収率が100％
を下回る逆ざや状態であることに加えて、経年化率が高い一方
で、管路更新率が低いため、今後、施設の老朽化・耐震化への
更新により多額の資金確保が必要となることから、早急な経営
改善の必要があります。そのため、平成30年度に策定した水道
事業経営戦略（令和6年度から新たな計画に切り替え）をもと
に、経費削減や給水収益の増加に向けた経営改善を図ります。

7,814.55 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 84.57 100.00 1,933 114,405

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

114,156 14.64 7,797.54 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A3 非設置

経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　ふじみ野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 0.65 0.53 0.46 0.59 0.32

平均値 0.72 0.66 0.67 0.62 0.60

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 106.86 108.88 111.66 110.80 110.91

平均値 113.82 112.82 111.21 111.89 109.99

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 50.52 51.83 52.45 53.70 55.18

平均値 47.89 48.69 49.62 50.50 51.28

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 23.64 24.18 25.00 26.61 28.39

平均値 16.90 18.26 19.51 21.19 22.64

①経常収支比率(％)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

0.40

0.45

0.50

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.45 0.00

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 246.20 257.15 200.46 246.87 283.56

平均値 335.60 358.91 360.96 351.29 364.24

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 148.69 140.25 154.97 117.91 122.18

平均値 258.26 247.27 239.18 236.29 238.77

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 94.66 95.59 84.90 99.51 80.81

平均値 106.07 105.34 101.89 104.33 98.85

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 118.09 117.11 112.93 112.68 121.67

平均値 159.22 159.60 156.32 157.40 162.61

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 90.63 91.17 62.76 61.93 61.31

平均値 62.83 62.05 63.23 62.59 61.81

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 94.24 93.55 95.30 96.35 95.40

平均値 88.86 89.11 89.35 89.70 89.24

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.70】 【1.34】 【252.29】 【268.07】

【89.76】【59.97】【174.75】【97.47】

【51.51】 【23.75】 【0.67】



①「有形固定資産減価償却率」
　類似団体平均値を下回っていますが、これは平成28年
度から公営企業会計に移行した影響です。建設から40年
以上経過している管渠が一定程度存在するため、実際の
数値より老朽化が進んでいます。
　次に挙げる「管渠老朽化率」の状況も注視しながら、
計画的な施設の管理に努めます。
②「管渠老朽化率」　③「管渠改善率」
　法定耐用年数を超えた管渠は存在しません。しかし、
昭和50年以降に集中的に管渠整備を行ったため、今後更
新時期を迎える管路施設が急増することが予想されま
す。ストックマネジメント計画に基づき、適切な設備更
新を進めていくとともに、財源の確保に努めます。

2. 老朽化の状況

全体総括

本市下水道事業の経営状況は、黒字が続き、短期的な債
務に対する支払い能力についても問題がなく、各指標の
値を類似団体と比較しても、現時点では良好であると言
えます。しかし、令和４年度から大規模な雨水貯留浸透
施設や汚水管渠の新規整備事業に着手していることに加
え、今後は老朽化に伴う更新事業にも着手していくた
め、資金需要の増加が見込まれます。
　このような状況を踏まえ、平成30年度に策定した下水
道事業経営戦略（令和６年度から新たな計画に切り替
え）及びストックマネジメント計画をもとに計画的な投
資更新計画を進め、適正な使用料収入を確保しつつ、経
費削減を図り、持続可能な下水道事業運営を目指しま
す。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

107,461 9.44 11,383.58 【】 令和4年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①「経常収支比率」
　100％を上回っており、類似団体平均値よりも高い数値で推
移しています。しかし、令和４年度から大規模な雨水貯留浸透
施設の整備や汚水管渠の新規整備事業に着手していることに加
え、今後迎える老朽化に伴う管渠の更新に備えて財源の確保が
必要であるため、引き続き安定的な使用料収入の確保や経費削
減に努めます。なお、令和4年度は、川崎調整池関連事業に着
手による国庫補助金収入の増加により、雨水処理負担金収入が
減少したため、前年度と比較して経常収支比率が下がっていま
す。
②「累積欠損金」
　累積欠損金は発生していませんが、長期的に見ると料金収入
の減少が予想されるため、注意しています。
③「流動比率」
　100％を大きく超えており、流動資産の中で大きな割合を占
める現金及び預金が使用料収入により増加しているため、短期
的な債務に対する支払能力については今のところ問題ありませ
ん。しかし、新規事業着手により企業債借入額の増加が見込ま
れるため、注意をしています。
④「企業債残高対事業規模比率」
　類似団体平均値を大きく下回り、過去に借入を行った企業債
の償還も進んでいます。しかし、雨水貯留浸透施設の整備や、
汚水管渠新規整備・更新にあたり、企業債借入額の増加が見込
まれるため、計画的な企業債管理を行う必要があります。
⑤「経費回収率」
　100％を上回り、使用料で回収すべき経費を賄うことができ
ています。しかし、今後は施設老朽化に伴い維持管理費の増加
が見込まれるため、引き続き安定的な使用料収入の確保や経費
削減に努めます。なお、令和４年度は下水道使用料の減免を実
施したことにより、経費回収率が例年よりも下がっています。
⑥「汚水処理原価」
　類似団体平均値を下回り、他団体と比べ低く抑えることがで
きていますが、不明水対策・接続率向上・維持管理費の削減等
を進めることでさらに低く抑えられると考えます。
⑧「水洗化率」
　類似団体平均値とほぼ同数値で横ばい状態が続いています。
公共下水道未整備地区において汚水管渠の新規整備に着手して
おり、水洗化率の向上を見込んでいます。

資金不足比率(％)

- 82.63 94.22 88.28 1,367

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

114,156

処理区域内人口(人)

14.64 7,797.54 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Aa 非設置

経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　ふじみ野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

0.14

0.16

0.18

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.16 0.16 0.14 0.15 0.16

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

120.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 113.78 112.79 113.88 118.75 109.61

平均値 108.87 109.00 107.09 107.96 107.29

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 10.90 14.45 17.79 21.29 24.79

平均値 25.13 24.54 23.38 24.59 26.87

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 6.40 7.66 8.20 9.43 12.40

①経常収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.39 0.28 0.59 0.68 0.90

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 281.45 373.73 472.35 585.75 660.19

平均値 73.55 71.19 77.72 86.61 100.73

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 184.69 168.62 158.75 150.55 198.69

平均値 514.27 517.34 485.60 463.93 481.88

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 110.41 111.13 115.74 119.61 107.55

平均値 100.34 99.89 99.95 103.40 101.87

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 70.65 70.65 67.78 66.43 65.90

平均値 113.49 112.40 110.21 110.26 111.88

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 - - - - -

平均値 62.96 62.97 64.93 65.68 63.62

96.40

96.60

96.80

97.00

97.20

97.40

97.60

97.80

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 97.32 97.33 97.33 97.33 97.33

平均値 96.96 96.97 97.70 97.59 97.53

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.11】 【3.15】 【73.44】 【652.82】

【95.82】【59.10】【138.29】【97.61】

【39.74】 【7.62】 【0.23】


